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◆
感
謝
状

　

篤
志
寄
贈

　

・
石
川　

藤
夫
（
大
瓜
上
）

　
（
教
育
振
興
の
た
め
百
科
事

　

典
、
図
書
を
寄
贈
）

　

・
平
野　

富
男
（
衡　

上
）

　
（
老
人
福
祉
・
社
会
福
祉
向

　

上
、
教
育
振
興
の
た
め
金
員

　

を
寄
贈
）

　

・
佐
藤　

淳
一
（
仙
台
市
太
白
区
）

　
（
芸
術
文
化
振
興
の
た
め
彫

　

刻
作
品
を
寄
贈
）

　

・
三
浦
紀
美
子
（
仙
台
市
泉
区
）

　
（
教
育
振
興
の
た
め
手
作
り

　

巾
着
袋
を
寄
贈
）

　

・
日
下　

奈
々
（
仙
台
市
青
葉
区
）

　
（
芸
術
文
化
振
興
の
た
め
絵

　

画
・
彫
刻
を
寄
贈
）

　

・
菊
地　

恵
子
（
栗
原
市
）

　
（
芸
術
文
化
振
興
の
た
め
絵

　

画
を
寄
贈
）　　

　

・
く
ろ
か
わ
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

　

サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　
（
教
育
振
興
の
た
め
金
員
を

　

寄
贈
）

　

・
東
北
計
器
工
業
株
式
会
社

　
（
地
域
貢
献
の
た
め
一
輪
車

　

及
び
レ
ク
チ
ャ
ー
ア
ン
プ
を

　

寄
贈
）

　

・
株
式
会
社
東
北
イ
ノ
ア
ッ
ク

　
（
地
域
貢
献
の
た
め
万
葉
大

　

使
の
等
身
大
パ
ネ
ル
を
寄
贈
）

　

・
サ
ン
エ
イ
株
式
会
社

　
（
地
域
貢
献
の
た
め
金
員
を

　

寄
贈
）

　

・
株
式
会
社
サ
ン
エ
ー
テ
ッ
ク

　
（
地
域
貢
献
の
た
め
名
入
れ

　

テ
ン
ト
、
板
書
補
助
ス
テ
ッ

　

プ
及
び
車
椅
子
を
寄
贈
）

　

・
東
北
電
力
株
式
会
社
仙
台
北

　

電
力
セ
ン
タ
ー

　
（
地
域
貢
献
・
交
通
安
全
及

　

び
防
犯
の
た
め
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

　

灯
具
一
式
を
寄
贈
）

　

・
株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
仙
台

　

北
営
業
所

　
（
地
域
貢
献
・
交
通
安
全
及

　

び
防
犯
の
た
め
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

　

灯
設
置
工
事
一
式
を
寄
贈
）

　

・
昭
和
培
土
株
式
会
社

　
（
地
域
貢
献
の
た
め
培
土
を

　

寄
贈
）

　

・
協
業
組
合
仙
台
清
掃
公
社

　
（
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
金

　

員
を
寄
贈
）

◆
表
彰
状

　

・
宮
澤　

直
樹
（
衡　

中
）

　
（
村
内
で
発
生
し
た
交
通
事

　

故
の
負
傷
者
を
介
抱
し
た
）

　

・
渡
邉　

琉
聖
（
衡
中
北
）

　
（
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
に

　
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
）

　

・
大
衡
中
学
校
男
子
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
部

　
（
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
宮

　

城
県
大
会
に
出
場
し
優
秀
な

　

成
績
を
収
め
た
）

　

・
大
衡
村
統
計
調
査
員
研
究
会

　
（
永
年
に
わ
た
り
統
計
業
務

　

の
調
査・研
究
に
尽
力
さ
れ
た
）

　

・
大
衡
村
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
（
永
年
に
わ
た
り
防
火
意
識

　

の
啓
蒙
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
）

　

・
大
衡
村
交
通
安
全
母
の
会

　
（
永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全

　

の
啓
蒙
活
動
や
街
頭
指
導
に

　

尽
力
さ
れ
た
）

　

・
黒
川
地
区
交
通
安
全
協
会

　

大
衡
支
部

　
（
永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全

　

の
啓
蒙
活
動
や
街
頭
指
導
に

　

尽
力
さ
れ
た
）

　

・
大
衡
村
防
犯
協
会

　
（
永
年
に
わ
た
り
防
犯
活
動

　

や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽

　

力
さ
れ
た
）

　

・
大
瓜
神
楽
保
存
会

　
（
永
年
に
わ
た
り
村
指
定
無

　

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
地
域

　

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
）

　

・
お
お
ひ
ら
万
葉
お
ど
り
き
き

　

ょ
う
会

　
（
永
年
に
わ
た
り
地
域
振
興

　

の
た
め
普
及
活
動
に
貢
献
さ

　

れ
た
）

　

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式

　

会
社
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
（
全
日
本
実
業
団
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
選
手
権
大
会
に
出
場
し

　

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
）

◆
感
謝
状

　

・
細
川
宗
三
郎
（
衡　

上
）

　
（
地
域
振
興
の
た
め
村
へ
土

　

地
を
寄
贈
）

　

・
大
衡
村
災
害
応
急
措
置
協
力

　

会

　
（
災
害
時
の
応
急
復
旧
対
応
、

　

村
総
合
防
災
訓
練
や
宮
城
県

　

９
・
１
総
合
防
災
訓
練
に
協

　

力
さ
れ
た
）

　

・
白
石
食
品
工
業
株
式
会
社
仙

　

台
工
場

　

・
株
式
会
社
す
か
い
ら
ー
く

　

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
仙
台
Ｍ

　

Ｄ
セ
ン
タ
ー

　

・
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ

　

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
南
東
北

　

地
区
本
部
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
仙

　

台
支
店

　

・
株
式
会
社
ア
ク
ア
ク
ラ
ラ

　

東
北

　
（
宮
城
県
９
・
１
総
合
防
災

　

訓
練
に
災
害
支
援
物
資
を
無

　

償
提
供
さ
れ
た
）

（
受
章
者
敬
称
略
）▲受章者代表で謝辞を述べる佐藤重雄さん

村
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念

特
別
表
彰

２令和元年12月号　№648

　

明
治
22
年
４
月
に
市
町
村
制

が
始
ま
り
、大
衡
、大
瓜
、駒
場
、

大
森
、
奥
田
の
当
時
５
つ
の
村

が
合
併
し
、「
大
衡
村
」
が
誕

生
し
て
今
年
で
１
３
０
年
の
節

目
を
迎
え
、
11
月
３
日
（日）
文
化

の
日
、
１
３
０
周
年
記
念
式
典

が
大
衡
中
学
校
講
堂
に
お
い
て

厳
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
伊
藤
信
太
郎
衆
議

院
議
員
や
相
沢
光
哉
宮
城
県
議

会
議
長
、
平
成
28
年
か
ら
友
好

交
流
都
市
協
定
を
結
ん
で
い
る

岩
手
県
金
ケ
崎
町
の
髙
橋
由
一

町
長
、
村
内
か
ら
は
細
川
運
一

村
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
村
議

会
議
員
、
行
政
区
長
な
ど
村
内

外
の
招
待
者
約
１
２
０
名
が
参

列
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
出
席
者
全
員
で

村
民
歌
の
斉
唱
と
村
民
憲
章
を

唱
和
し
た
あ
と
、
萩
原
村
長
が

「
こ
の
良
き
日
を
村
民
の
皆
様

と
と
も
に
祝
う
こ
と
は
こ
の
上

な
い
喜
び
で
す
。

　

元
号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。「
令
和
」

に
は
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ

合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育

つ
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
絆
や
貴
重
な

地
域
資
源
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
を

見
極
め
な
が
ら
、
自
治
の
こ
こ

ろ
を
思
い
起
こ
し
、
村
民
総
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
大
衡
村
の
飛
躍
に
な
る
も

の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
私
自

身
も
粉
骨
砕
身
の
思
い
で
知
恵

を
絞
り
、
全
村
民
と
力
を
合
わ

せ
て
、
大
衡
村
の
未
来
に
果
敢

に
挑
戦
し
て
ま
い
り
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
村
政

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
８
名

に
表
彰
状
並
び
に
褒
状
が
、
社

会
福
祉
向
上
や
教
育
・
芸
術
文

化
振
興
、
地
域
貢
献
な
ど
の
た

め
篤
志
寄
贈
を
さ
れ
た
個
人
６

名
と
９
団
体
に
感
謝
状
が
、
村

制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
表
彰

と
し
て
、
個
人
２
名
と
９
団
体

に
表
彰
状
が
、
個
人
１
名
と
５

団
体
に
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
萩

原
村
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
、
佐
藤
重

雄
さ
ん
（
駒
場
）
が
「
全
て
の

村
民
が
安
心
・
安
全
に
大
衡
村

で
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
た
め
に

も
、
村
民
み
ん
な
で
一
歩
ず
つ

歩
み
を
止
め
ず
、
前
に
進
み
続

け
て
ま
い
る
と
と
も
に
、
一
日

一
日
を
健
康
で
、
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
庄
子
教
育

長
の
声
高
ら
か
な
発
声
で
万
歳

三
唱
が
行
わ
れ
、
村
制
施
行

１
３
０
周
年
を
参
列
者
全
員
で

祝
い
ま
し
た
。

大
衡
村
表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰

◆
表
彰
状

　

地
方
自
治
功
労

　
　

文
屋　

裕
男
（
大　

森
）

　
　
　
（
村
議
会
議
員
）

　
　

佐
々
木
春
樹
（
衡
中
北
）

　
　
　
（
村
議
会
議
員
）

　

消
防
防
災
功
労

　
　

千
坂　

耕
司
（
衡　

上
）

　
　
　
（
消
防
団
員
）

　
　

遠
藤　

昌
三
（
衡　

上
）

　
　
　
（
消
防
団
員
）

　

民
生
安
定
功
労

　
　

佐
藤　

重
雄
（
駒　

場
）

　
　
　
（
少
年
保
護
員
）

◆
褒
状

　

民
生
安
定
功
労

　
　

早
坂
た
み
ゑ
（
衡　

上
）

　
　
　
（
元
人
権
擁
護
委
員
）

　

保
健
衛
生
功
労

　
　

熊
谷　
　

始
（
衡　

下
）

　
　
　
（
元
衛
生
嘱
託
員
）

　

教
育
文
化
功
労

　
　

髙
橋　

健
正
（
奥　

田
）

　
　
　
（
元
教
育
委
員
）

▲祝辞を述べる
　髙橋金ケ崎町長

▲祝辞を述べる
　細川議長

▲褒状を授与された早坂たみゑさん

▲式辞を述べる萩原村長

村
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
式
典
開
か
れ
る


